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1 ．背景と目的













Supervising Students’ Encountering Subjective Problems in a Social Work 
Field Practicum: A Questionnaire Survey
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　This study clarified important issues related to the supervision by Kobe University of 
Health and Welfare （KUHW） teachers of their students who had subjective problems in 
their social work field practicum.
　The raw data were obtained through a questionnaire survey. The survey was completed 
by 100 KUHW students who completed their social work field practicum in 2012. The data 
were analyzed both qualitatively and quantitatively.
　On the basis of the survey results, the following suggestions were raised: （1） KUHW 
teachers should supervise their students with subjective problems about forming 
relationships with clients （i.e., welfare service users）. （2） The teachers should provide 
support to the students, regarding careful and gentle intervention in their subjective 
problems. （3） The teachers should perform educational functions for the students. These 
functions involve teaching the students methods of forming good relationships with the 
clients, intervening with the clients, forming good relationships with professional field 
workers, developing awareness of the clients’ locations （i.e., the states they reside in）, 
protecting the personal information of the clients, forming the client care plan, and writing 
the field practicum notebook. （4） Finally, the teachers should perform administrative 
functions for the students. These functions involve preventing harassment of students, by 
the clients and others, maintaining an appropriate field practicum program for the students, 
and protecting students’ well-being.
Key words ： social work field practicum, subjective problems, supervision, 
questionnaire survey
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神福大の学生は、この実習を 3 年次または 4
























































































































































4 ． 2 ．分析結果
























2 級が19人、その他が 3 人であった。
　 4 ． 2 ． 2 ．職員・教員からの教育・指導
　実習先の職員からの教育・指導への回答
について、「丁寧な教育・指導を受けた」















生活医療福祉コース 4 2 1 1 1 9
介護福祉コース 11 6 3 0 5 25
児童福祉コース 0 4 12 0 0 16
福祉健康スポーツ学科 13 4 2 0 5 24
経営福祉ビジネス学科 1 0 0 0 0 1
臨床福祉心理学科 6 3 4 0 7 20
その他（卒業生（科目等履修生）） 1 0 0 0 0 1






































































利用者との関係 23（24.0） 25（26.0） 31（32.3） 17（17.7）
職員との関係 7（7.3） 15（15.6） 34（35.4） 40（41.7）
利用者への支援技術（相談援助技術や介護技術など） 7（7.3） 27（28.1） 46（47.9） 16（16.7）
実習のプログラム内容 3（3.1） 10（10.4） 43（44.8） 40（41.7）
実習記録 12（12.5） 16（16.7） 43（44.8） 25（26.0）
個人情報（ケース記録など）の閲覧 5（5.3） 8（8.3） 32（33.3） 51（53.1）
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が 1 人、「困りごとがなかった」が 2 人であっ
た。
























































































































































































































































8 ） 7 ）に同じ。
9 ） 7 ）に同じ。
10） 後山恵理子：スーパービジョンの理
解．岩田正美，大橋謙策，白澤政和監，



























      月   日に記入 
 
2．所属学科（コース）として、該当するもの 1つに○を付けてください。 
 ①生活医療福祉学科（生活医療福祉コース） ②生活医療福祉学科（介護福祉コース）  
③生活医療福祉学科（児童福祉コース） ④福祉健康スポーツ学科 ⑤経営福祉ビジネス学科  
⑥臨床福祉心理学科 ⑦その他（               ） 
 
3．学年として、該当するもの 1つに○を付けてください。 
①３年生 ②４年生 ③その他（               ） 
 
4．性別として、該当するもの 1つに○を付けてください。 
 ①男性 ②女性 
 
５．実習先の分野として、該当するもの 1つに○を付けてください。 
  ①高齢者福祉 ②障害者福祉 ③児童福祉 ④医療福祉（病院、診療所）  
⑤福祉行政（福祉事務所、児童相談所など） ⑥地域福祉（社会福祉協議会、地域包括支援センター） 















  ①修了した実習がある 
⇒修了した実習内容：①介護実習 ②保育実習 ③ホームヘルパー２級実習  
④その他（               ） 




①丁寧な教育・指導を受けた  ②まあ丁寧な教育・指導を受けた 




①丁寧な教育・指導を受けた  ②まあ丁寧な教育・指導を受けた 








①困りごとがあった  ②まあ困りごとがあった 








①困りごとがあった  ②まあ困りごとがあった 








①困りごとがあった  ②まあ困りごとがあった 











①困りごとがあった  ②まあ困りごとがあった 








①困りごとがあった  ②まあ困りごとがあった 








①困りごとがあった  ②まあ困りごとがあった 








①困りごとがあった  ②まあ困りごとがあった 








































































高齢者福祉（n=36） 25.0 22.2 30.6 22.2
障害者福祉（n=19） 31.6 36.8 26.3 5.3
児童福祉（n=22） 31.8 31.8 22.7 13.6
医療福祉（病院、診療所）（n=1） 0.0 100.0 0.0 0.0
地域福祉（社協、地域包括）（n=18） 5.6 11.1 55.6 27.8
職員との
関係
高齢者福祉（n=36） 5.6 2.8 44.4 47.2
障害者福祉（n=19） 10.5 15.8 26.3 47.4
児童福祉（n=22） 9.1 40.9 18.2 31.8
医療福祉（病院、診療所）（n=1） 100.0 0.0 0.0 0.0






高齢者福祉（n=36） 8.3 19.4 52.8 19.4
障害者福祉（n=19） 10.5 36.8 36.8 15.8
児童福祉（n=22） 9.1 36.4 50.0 4.5
医療福祉（病院、診療所）（n=1） 0.0 0.0 0.0 100.0
地域福祉（社協、地域包括）（n=18） 0.0 27.8 50.0 22.2
実習のプロ
グラム内容
高齢者福祉（n=36） 2.8 13.9 41.7 41.7
障害者福祉（n=19） 0.0 5.3 52.6 42.1
児童福祉（n=22） 4.5 13.6 36.4 45.5
医療福祉（病院、診療所）（n=1） 0.0 100.0 0.0 0.0
地域福祉（社協、地域包括）（n=18） 5.6 0.0 55.6 38.9
実習記録
高齢者福祉（n=36） 16.7 13.9 41.7 27.8
障害者福祉（n=19） 10.5 10.5 47.4 31.6
児童福祉（n=22） 4.5 31.8 40.9 22.7
医療福祉（病院、診療所）（n=1） 100.0 0.0 0.0 0.0




高齢者福祉（n=36） 0.0 8.3 25.0 66.7
障害者福祉（n=19） 10.5 0.0 36.8 52.6
児童福祉（n=22） 13.6 22.7 27.3 36.4
医療福祉（病院、診療所）（n=1） 0.0 0.0 100.0 0.0
地域福祉（社協、地域包括）（n=18） 0.0 0.0 50.0 50.0
自身の体調
高齢者福祉（n=36） 22.2 16.7 25.0 36.1
障害者福祉（n=19） 15.8 10.5 21.1 52.6
児童福祉（n=22） 4.5 27.3 22.7 45.5
医療福祉（病院、診療所）（n=1） 0.0 100.0 0.0 0.0
地域福祉（社協、地域包括）(n=18) 5.6 0.0 38.9 55.6
（注）セルの数値は、パーセントを表す。
